
　春の準備が始まりました。下記のポイントを参考に、圃場準備を進めましょう。
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水稲乾田直播　圃場作りは入念に！！

　融雪は順調に終わり、圃場が乾きはじめています。

　　　　　　　・効率の良い、素早い水の駆け引きが可能になります。

1．圃場の点検を！

　・畦畔や暗渠からの漏水がないか点検しましょう。漏水は生育に必要な温かい水が流れてし
　　まいます。
　・畦畔や暗渠の修理を行います。畦塗りを実施しましょう。

2．排水改善をしましょう！

　・圃場が乾いたら実施します。出芽に必要な透排水性の良い表層をつくりましょう。

　【心土破砕】サブソイラ等

　【荒起こし】チゼルプラウ・プラウ
　　　　　　　・残渣を埋設して、均平・播種精度を向上させます。

　【額縁明渠】溝掘機
　　　　　　　・圃場の外周に沿って施工します。

　【鎮圧】播種前：表層を締め、硬い播種床では播種精度を向上させます。
　　　　　播種後：表面に残った種籾を埋め、土と密着！
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いよいよシーズンが幕を開けました。
農作業事故には十分お気をつけ下さい。

3．最高の播種床を準備しましょう。

　・直播栽培では苗床がそのまま本田になります。1～2haの広い苗床を整備しましょう。その
　　ためには砕土・均平・鎮圧の3拍子が必須です。

　・目標は20mm未満の土塊70％程度！（重量比）

　【均平】滞水しやすい低い地点、除草剤の効きにくい高い地点を重点的に均しましょう。

　【砕土】特に粘土が多い圃場は大きな土塊が目立つため、入念に砕土します。
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